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おもな内容
12月定例会　　　　　　　

一般質問（7人）　　　　　

自治協議会との意見交換会

どっこい､この町に生きる 　
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　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　日
南
町
議
会
の
12
月
定
例
会
は
、
12
月
10
日
か
ら
17
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
質

問
は
初
日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
執
行
部
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

　執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
の
制
定
・
改
正
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
な
ど
全
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
﹁
再
編
・
統
合
﹂
が
必
要
と
し
た
公
立
・
公
的
病
院
名
公
表
の
撤
回
を
求
め
る
意

見
書
提
出
を
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　厚生労働省が、昨年９月２６日、地域の医療体制を見直すため「再

編・統合」の議論をすべきとした４２４の公立・公的病院名を公表しま

した。県内では日南病院をはじめ西伯病院、済生会境港総合病院、岩美

病院の４病院が対象として名指しされました。

　私たち地域住民にとって命と健康にかかわる重大な発表が一方的に行

われたことに対し、病院名の公表を撤回するよう求める意見書を国に提

出しました。（詳細は１２ページをご覧ください）

令和元年度12月補正予算結果

◆一般会計（6回目の補正）

　 6087万2000円 増

◆国民健康保険特別会計（２回目の補正）

　 1069万5000円 増 

◆介護保険事業特別会計（2回目の補正）

　　　　 16万円 増

◆介護サービス事業特別会計（1回目の補正）

補正額 予算総額

80億9133万7000円

 6億2848万7000円

  9億6598万8000円

にちなん議会だより　令和２年１月発行　No.158
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議
決
し
た
お
も
な
も
の

　　  1万3000円 増

◆簡易水道事業会計（2回目の補正）

　1023万1000円 増

◆下水道事業会計（2回目の補正）

　  253万9000円 増

◆病院事業会計（2回目の補正）

　　　  210万円 増

   1億 252万3000円

2億2336万5000円

2億8463万9000円

13億490万3000円

「再編・統合」が必要とした公立・公的病院名公表の

撤回を求める意見書提出について

◆
林
道
新
設
改
良
事
業

林
道
内
方
線
の
測
量
設
計
費

等
の
増
額

　５
０
４
万
６
千
円

◆
道
路
維
持
管
理
事
業

佐
木
谷
虫
尾
線
及
び
奥
粟
谷

線
法
面
工
事
、
鉄
穴
内
線
舗

装
修
繕
工
事
、
除
雪
車
両
の

整
備
等
の
増
額

　１
８
２
８
万
１
千
円

◆
日
南
病
院
の
経
営
改
善
を

図
る
た
め
の
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
委
託
料

　２
１
０
万
円

※

令
和
２
年
度
に
３
９
０
万

円
の
債
務
負
担
行
為
を
認
め
、

委
託
料
の
総
額
は
６
０
０
万

円
と
な
り
ま
す
。

◆
農
業
後
継
者
育
成
対
策
事
業

農
業
研
修
生
の
採
用
予
定
５

名
に
対
し
て
２
名
の
実
績
に

よ
る
減
額

　△
６
６
０
万
円

◆
鳥
獣
被
害
対
策
事
業

イ
ノ
シ
シ
等
の
捕
獲
奨
励
金

の
増
額

　１
３
２
万
円

◆
農
道
等
維
持
管
理
事
業

農
道
維
持
工
事
実
績
見
込
み

に
よ
る
増
額

　

　４
０
０
万
２
千
円

◆
治
山
事
業

単
県
小
規
模
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
事
業
の
割
当
及
び
精
査

に
よ
る
減
額

　△
１
０
３
０
万
円

お
も
な
補
正
予
算

一
般
会
計

日
南
病
院
事
業
会
計

◆
日
南
町
病
院
事
業
職
員
の

給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
日
南
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

町
道
の
路
線
認
定
及
び
変
更

　町
道
﹁
蛇
巻
線
﹂
の
路
線

認
定
と
、
﹁
井
ノ
原
線
﹂
の

路
線
変
更

◆
財
産
管
理
事
務

ふ
る
さ
と
納
税
４
７
９
万
５

千
円
を
﹁
国
際
交
流
基
金
﹂

と
﹁
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
﹂
に

積
立

公立・公的病院名「再編・統合」が必要とした
公表の撤回を求める 意見書を国へ提出

12月定例会
12月10日〜12月17日(8日間)

12月定例会

　（意見書とは）

　地方公共団体の公益に関することに関して、議会の意思を意見とし

てまとめた文書のことです。

　地方自治法第99条には、「普通地方公共団体の議会は、当該普通

地方公共団体の公益に関する事件につき意見書を国会又は関係行政庁

に提出することができる」と規定されています。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

　令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が

施
行
さ
れ
、
非
正
規
職
員

︵
非
常
勤
職
員
・
臨
時
職

員
︶
が
、
会
計
年
度
任
用
職

員
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　会
計
年
度
任
用
職
員
は
、

就
業
時
間
に
よ
り
フ
ル
タ
イ

ム
職
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職

員
に
区
分
さ
れ
ま
す
が
、
い

ず
れ
に
お
い
て
も
、
従
来
の

非
正
規
職
員
に
は
な
か
っ
た

期
末
手
当
の
支
給
や
人
事
評

価
の
導
入
、
再
任
用
の
際
の

報
酬
の
昇
給
な
ど
が
追
加
さ

れ
ま
す
。

　こ
れ
に
伴
い
、
次
の
と
お

り
条
例
の
制
定
と
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

◆
日
南
町
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
制
定

◆
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

導
入
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

関連記事は11ページ
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　国
土
強
靱
化
地
域
計
画
は
ど
の
よ

う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
。

　﹁
事
前
に
備
え
る
べ
き
目
標
﹂
を

確
保
す
る
た
め
、
現
在
の
取
り
組
み

や
課
題
を
分
析
し
、
重
要
業
績
指
標

︵
Ｋ
Ｐ
Ｉ
︶
に
よ
る
計
画
管
理
を

行
っ
て
い
る
。

　施
策
の
評
価
を
実
施
し
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
応
じ
た
指
標
の
追
加
・

変
更
も
見
直
し
を
行
う
。

　防
災
訓
練
の
問
題
点
、
課
題
等
、

各
地
域
の
対
策
本
部
を
含
め
共
有
さ

れ
て
い
る
か
。

　検
討
会
、
反
省
会
を
行
い
な
が
ら

翌
年
度
に
向
け
て
行
っ
て
い
る
。

　命
を
守
る
た
め
の
行
動
の
第
一
歩

で
あ
る
避
難
を
重
点
的
に
議
論
し
て

い
る
。

　防
災
専
門
員
が
各
地
域
に
出
掛
け

て
、
身
近
な
自
主
避
難
所
を
現
地
で

安
全
性
、
設
備
、
備
品
等
自
主
避
難

所
と
し
て
ど
う
か
調
査
し
て
い
る
。

　ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
、
い
つ
で
も
見

ら
れ
る
よ
う
公
民
館
等
に
表
示
し
て
は
。

櫃田洋一 議員

　土
砂
災
害
に
係
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
、
過
去
鳥
取
県
が
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
を
設
定
し
た
時
点
で
全
戸
配

布
し
た
。
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
が
入
っ
た

地
図
は
全
戸
配
布
で
き
て
い
な
い
の

で
、
各
地
域
の
説
明
会
で
配
布
し
避

難
所
や
民
家
の
安
全
性
を
再
度
認
識

し
て
い
た
だ
く
。

　消
防
・
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
ど
ち
ら
か

一
方
し
か
離
着
陸
出
来
な
い
場
所
が

あ
る
が
な
ぜ
か
。

　離
着
陸
に
差
し
障
り
が
出
て
い
る

要
因
を
確
認
し
な
が
ら
両
方
が
離
着

陸
で
き
る
体
制
を
町
内
各
所
に
増
や

し
て
い
き
た
い
。

一般質問
一般質問

答答と問問

　総
務
課
長

答答

　総
務
課
長

答答

　総
務
課
長

答答

答答

　中
村
町
長

答答

　木
下
総
務
課
長

答答

　総
務
課
長

　ド
ロ
ー
ン
を
使
え
ば
、
災
害
現
場

の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
の
活
用
が

で
き
る
の
で
は
。

　ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
、
職
員
の
研

修
計
画
に
も
あ
り
、
災
害
時
で
の
活

用
を
進
め
る
。

　小
学
生
、
中
学
生
に
防
災
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
も
必
要

で
は
。

　小
学
校
、
中
学
校
一
緒
に
避
難
訓

練
を
し
、
ど
う
い
う
こ
と
が
必
要
な

の
か
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

学
校
に
い
る
時
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
と
共
に
避
難
行
動
が
取
れ
る
取
り

組
み
も
関
係
機
関
と
相
談
し
た
い
。

　業
務
継
続
計
画
は
実
際
に
実
行
で

き
る
の
か
。

　各
課
が
何
を
継
続
し
て
い
く
か
具

体
的
に
設
定
し
た
が
、
時
間
も
経
過

し
認
識
も
低
下
し
て
い
る
の
で
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
訓
練
も
平
常
時

に
や
っ
て
お
く
べ
き
と
考
え
る
。

鳥取県防災ヘリ だいせん

防災減災の取り組みは

人命、財産の保護を最優先

問問

答答

問問

防
災
減
災

問問

防
災
体
制
の
取
り
組
み

　防
災
意
識
の
啓
発

問問

問問

　ド
ロ
ー
ン
の
活
用

問問

　防
災
ヘ
リ
と
ド
ク
タ
ー

　ヘ
リ

　防
災
教
育

問問問問
　業
務
継
続
計
画
︵
B
C
P
︶

　伊
田
教
育
長

答答
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問問

答答

　排
水
に
よ
る
汚
染
が
長
年
問
題
と

な
っ
て
い
る
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

農
場
。
協
定
書
締
結
の
進
捗
状
況
は
。

　排
水
基
準
で
合
意
に
至
ら
ず
協
議

を
継
続
中
。
今
ま
で
紳
士
協
定
だ
っ

た
が
、
地
元
の
意
向
に
沿
っ
た
提
案

お
よ
び
協
議
を
行
い
た
い
。

　汚
染
の
影
響
が
あ
る
小
原
川
流
域

を
対
象
に
町
条
例
を
制
定
し
て
は
。

　協
議
の
状
況
に
応
じ
判
断
す
る
。

　飼
育
頭
数
や
浄
化
槽
の
状
態
を
立

ち
入
り
検
査
し
て
は
。

　12
月
18
日
の
県
の
採
水
検
査
に
同

行
し
事
務
所
へ
入
る
。
浄
化
槽
な
ど

も
可
能
な
ら
見
学
す
る
。

　２
年
程
前
か
ら
あ
る
農
場
の
改
修

工
事
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　各
豚
舎
を
過
去
に
開
発
し
森
林
に

復
旧
し
た
開
発
地
に
、
浄
化
施
設
と

堆
肥
舎
と
併
せ
整
備
す
る
。
面
積
１

ha
超
え
の
計
画
な
の
で
鳥
取
県
開
発

指
導
要
綱
の
手
続
と
な
る
。

　開
発
地
は
現
在
、
県
の
指
導
の
下

復
旧
中
で
木
を
育
て
て
い
る
状
態
。

そ
こ
へ
移
転
す
る
の
か
。

　前
回
の
開
発
が
違
法
だ
っ
た
の
は

事
前
に
手
続
が
な
か
っ
た
か
ら
。
手

続
が
あ
れ
ば
可
否
は
県
が
判
断
。

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　浅
田
住
民
課
長

答答

　住
民
課
長

　職
員
提
案
発
表
会
・
審
査
会
が
、

な
ぜ
今
年
は
中
止
に
な
っ
た
の
か
。

ま
た
、
会
の
目
的
は
。

　提
案
が
な
く
や
む
な
く
中
止
。
職

員
の
町
政
参
加
意
識
と
士
気
の
高
揚
、

政
策
立
案
能
力
向
上
で
活
力
あ
る
組

織
づ
く
り
を
進
め
る
の
が
目
的
。

　過
去
の
開
催
回
数
、
所
属
ご
と
の

発
表
者
累
計
、
提
案
採
用
状
況
は
。

　Ｈ
26
年
度
〜
Ｈ
30
年
度
、
年
１
回
、

計
５
回
開
催
。
課
ご
と
発
表
者
延
べ

人
数
︵
人
︶
総
務
15
、
企
画
３
、
農

林
７
、
住
民
９
、
建
設
３
、
教
育
８
、

出
納
室
３
、
議
会
事
務
局
３
、
福
祉

保
健
14
、
保
育
園
22
、
日
南
病
院
２
、

町
長
１
、
計
90
。
提
案
38
件
中
13
件

採
用
。

　過
去
５
年
間
、
年
間
平
均
８
件
が

今
年
は
０
件
。
今
後
ど
う
す
る
。

　応
募
を
働
き
か
け
、
今
後
も
制
度

を
続
け
る
。

汚染の影響が疑われるほ場

排水基準で合意に至らず

　　　　　　協議を継続中

セントラルファーム農場との

　　　協定書締結の進捗状況は

問問

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

農
場
と
の
協
定
書
締
結
は

問問

条
例
制
定
し
て
は

問問

立
ち
入
り
検
査
は

問問

農
場
の
改
修
工
事
計
画
は

問問

復
旧
中
の
開
発
地
に
移
転

す
る
の
か

問問

職
員
提
案
発
表
会
・
審

査
会

問問

過
去
の
提
案
の
状
況
は

問問

今
後
は

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長
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　厚
生
労
働
省
が
９
月
26
日
、
診
療

実
績
が
乏
し
く
、
再
編
・
統
合
の
必

要
が
あ
る
と
日
南
病
院
を
含
む
、
全

国
の
公
立
・
公
的
病
院
の
う
ち
、
４

２
４
病
院
名
を
公
表
し
た
。
こ
の
事

に
つ
い
て
町
長
の
見
解
と
対
応
は
。

　厚
労
省
の
再
編
・
統
合
案
の
内
容

は
、
地
域
の
実
情
と
日
南
病
院
の
実

態
を
汲
ん
で
い
な
い
。
再
編
や
廃
止

を
す
る
考
え
は
ま
っ
た
く
な
い
。

　10
月
１
日
に
は
知
事
に
状
況
報
告

と
要
望
を
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
国

に
対
し
て
の
動
き
を
重
視
し
た
関
係

で
、
住
民
の
皆
様
に
対
し
て
は
若
干

遅
れ
た
が
、
機
会
あ
る
ご
と
に
内
容

と
考
え
を
説
明
し
て
い
る
。

　10
月
に
も
再
編
・
統
合
の
検
討
を

要
請
し
、
来
年
９
月
に
は
結
論
を
求

め
た
い
と
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
後
の
経
緯
は
。

　全
国
自
治
体
病
院
の
開
設
者
協
議

会
の
要
望
を
受
け
、
期
限
の
延
長
を

検
討
中
と
い
う
情
報
も
あ
り
、
今
後

の
推
移
を
注
視
し
て
い
く
。

近藤仁志 議員

　日
南
町
病
院
事
業
改
革
プ
ラ
ン
の

目
玉
で
あ
り
、
そ
の
取
り
組
み
を
高

く
評
価
さ
れ
て
き
た
﹁
地
域
包
括
医

療
﹂
が
実
績
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。

　西
部
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
の

中
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
、

行
動
さ
れ
る
考
え
か
。

　地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
重
要

性
は
、
知
事
も
理
解
し
て
も
ら
っ
て

い
る
の
で
、
機
会
あ
る
ご
と
に
強
く

主
張
し
て
い
く
。

　療
養
病
棟
の
転
換
施
策
に
よ
る
、

日
南
病
院
経
営
に
及
ぼ
す
影
響
は
。

　現
在
療
養
病
棟
に
対
す
る
地
方
交
付

税
の
財
政
支
援
措
置
が
、
稼
働
病
床
数

一般質問
一般質問

答答と問問

　町

　長

答答 答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

40
床
で
、
病
床
単
価
２
１
５
万
８
千
円
、

年
間
８
，
６
３
２
万
円
だ
が
、
国
は

令
和
５
年
度
末
に
廃
止
す
る
方
針
で

あ
る
。
転
換
先
は
医
療
法
上
病
院
の

病
床
で
な
く
な
る
た
め
、
地
方
交
付

税
に
よ
る
財
政
支
援
が
な
く
な
り
、

病
院
経
営
に
大
き
な
打
撃
と
な
る
。

　町
営
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り

土
、
日
曜
日
の
最
終
便
が
特
に
早
く

な
っ
た
が
、
不
満
は
寄
せ
ら
れ
て
い

な
い
か
。

　タ
ク
シ
ー
の
日
曜
日
運
行
の
依
頼

は
で
き
な
い
か
。

　最
終
便
の
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
、
近

年
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。

　タ
ク
シ
ー
運
行
の
再
開
は
お
願
い

し
て
い
る
も
の
の
経
営
面
か
ら
難
し

い
と
聞
い
て
い
る
。

　日
曜
日
に
指
定
タ
ク
シ
ー
事
業
者

以
外
で
も
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
利

用
が
可
能
に
な
ら
な
い
か
。

　前
段
の
問
題
と
し
て
従
業
員
不
足

で
シ
フ
ト
が
組
め
な
い
の
が
現
状
と

聞
い
て
い
る
。
将
来
的
に
で
き
な
い

よ
う
な
ら
、
問
題
解
決
の
手
段
と
し

て
そ
う
言
っ
た
考
え
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。

ほほえみの里での健康体操

日南病院の再編・統合は

再編や廃止は、しない

問問

答答

問問

日
南
病
院
の
再
編
・
統

合
は

問問

公
表
後
の
経
緯
は

問問

地
域
医
療
の
取
り
組
み

問問

療
養
病
棟
の
転
換
問
題

町
営
バ
ス
ダ
イ
ヤ
と
タ

ク
シ
ー
の
日
曜
日
運
行

問問

お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
の
日
曜
日
利
用

問問

　町

　長

答答

　町

　長

答答
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消費税の負担軽減策の

　　評価と今後の展開は

問問

効果検証は難しい、

　　軽減策の利用促進を図る

答答

　10
月
か
ら
消
費
税
率
10
％
引
上
げ

に
伴
な
う
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
還
元
の
負
担

軽
減
策
の
利
活
用
状
況
は
。

︵
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
︶

　対
象
者
１
，
０
９
８
人
の
う
ち
購
入
引

換
券
発
行
総
数
は
３
５
８
人
︵
32
．
９

％
︶
で
あ
り
、
商
品
券
発
行
は
６
，
６
０

５
枚
で
あ
る
。

︵
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
還
元
︶

　21
店
舗
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

対
応
を
行
い
、
う
ち
ポ
イ
ン
ト
還
元

は
18
店
舗
が
対
応
し
て
い
る
。

　利
用
状
況
は
、
全
体
利
用
者
の
約

５
％
か
ら
約
15
％
程
度
で
あ
る
。

　利
用
率
が
低
迷
し
て
い
る
が
、
町

民
及
び
事
業
者
へ
の
効
果
を
ど
う
評

価
し
、
今
後
の
利
用
促
進
を
図
る
の

か
。　開

始
２
ヶ
月
経
過
し
た
が
、
情
報

が
少
な
く
効
果
検
証
し
に
く
い
状
況
。

消
費
者
・
事
業
者
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
で
国
の
方
針
と
同
じ
く
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
推
進
し
て
い
く
。

　プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
防
災
無

線
な
ど
で
再
度
購
入
を
促
す
。

　ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
う
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
も
あ
る
が
、
高
齢
者
の
デ

ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
︵
情
報
通
信
技
術

を
利
用
で
き
る
者
と
利
用
で
き
な
い

者
と
の
間
に
も
た
ら
さ
れ
る
格
差
︶

対
策
が
急
務
で
は
な
い
か
。

　ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用
に
つ
い

て
は
人
生
学
園
の
講
座
を
設
け
る
な

ど
検
討
し
た
い
。

　ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７
は
１
月
に
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
更
新
サ
ポ
ー
ト
が
切
れ
る
。

新
Ｏ
Ｓ
へ
の
移
行
を
早
急
に
す
べ
き

だ
が
、
時
期
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

　現
在
更
新
に
向
け
た
事
務
を
進
め

て
お
り
サ
ポ
ー
ト
終
了
ま
で
に
は
概

ね
更
新
が
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

業
務
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
の
な
い

よ
う
順
次
更
新
し
て
い
く
。

　昨
年
11
月
に
障
害
が
発
生
し
た
グ

ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
︵
メ
ー
ル
、
カ
レ
ン

ダ
ー
の
共
有
︶
は
メ
ー
カ
ー
の
サ
ポ

ー
ト
が
終
了
し
て
い
る
。
早
急
に
新

た
な
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
導
入
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　村
上
教
育
次
長

答答

　町

　長

　町

　長

答答

　サ
ー
バ
容
量
に
課
題
が
生
じ
た
た

め
、
仕
様
の
再
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

導
入
は
１
月
か
ら
開
始
し
、
年
度
内

に
完
了
予
定
。

　Ｃ
Ｍ
Ｓ
︵
コ
ン
テ
ン
ツ
管
理
シ
ス

テ
ム
︶
の
更
新
を
検
討
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
進
捗
状
況

は
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ペ

ー
ジ
の
作
成
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実

を
図
る
べ
き
で
は
。

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
は
、
町
民
目

線
で
伝
え
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
、

情
報
更
新
が
行
い
や
す
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
媒
体
と
の
連
動
性
な
ど
に
配
慮
し

た
も
の
を
検
討
し
て
い
る
。

　ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ペ
ー
ジ
の
作

成
も
含
め
、
来
年
度
に
は
予
算
化
を

図
り
た
い
。

問問

消
費
税
の
負
担
軽
減
策

の
利
活
用
状
況
は

問問

負
担
軽
減
策
の
評
価
は

問問

高
齢
者
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
を
促
す
方
策
は

問問
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
障
害

対
策
は
で
き
て
い
る
の
か

問問
役
場
の
パ
ソ
コ
ン
更
新
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
を

問問

機能向上が求められるホームページ
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　日
南
病
院
の
設
置
責
任
者
と
し
て

あ
ら
た
め
て
見
解
を
問
う
。

　ま
た
、
町
長
と
し
て
政
府
お
よ
び

厚
労
省
に
対
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
行
動
を
と
っ
て
こ
ら
れ
た
の
か
。

　今
回
の
発
表
は
地
域
の
実
情
を
汲

ん
で
い
な
い
し
、
再
編
や
廃
止
は
し

な
い
こ
と
を
明
確
に
表
明
す
る
。

　県
内
該
当
３
町
長
で
、
画
一
的
な

対
応
や
強
制
的
な
調
整
等
を
行
わ
な

い
よ
う
知
事
要
望
の
ほ
か
、
国
と
の

意
見
交
換
や
関
連
団
体
を
通
じ
て
意

見
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
選

出
国
会
議
員
へ
の
要
望
も
行
っ
た
。

　厚
労
省
は
、
見
直
し
期
限
を
２
０

２
０
年
９
月
と
し
て
お
り
、
鳥
取
県

が
進
め
て
き
た｢
地
域
医
療
構
想
﹂
を

自
治
体
病
院
と
し
て
ど
う
実
現
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

　県
西
部
地
域
医
療
構
想
の
推
進
に

お
い
て
、
診
療
圏
の
現
状
と
病
院
の

役
割
を
説
明
し
た
上
で
、
今
後
の
方

向
性
を
自
ら
再
検
証
し
、
再
編
統
合

を
し
な
い
こ
と
を
伝
え
る
。

久代安敏 議員

　病
院
職
員
組
合
主
催
の
﹁
日
南
病

院
の
現
状
と
課
題
﹂
と
題
し
て
開
催

さ
れ
た
講
演
は
、
将
来
の
方
向
性
を

示
唆
す
る
貴
重
な
内
容
で
あ
っ
た
が
、

ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

　病
院
職
員
の
経
営
意
識
の
改
革
な

ど
、
一
定
の
評
価
を
し
て
い
る
。

　日
南
病
院
に
対
す
る
町
民
の
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
や
要
望
を
把
握
す
る
た

め
に
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
と
町
民
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
を
提

案
す
る
。

　利
用
者
の
意
見
や
病
院
の
必
要
性

を
議
論
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
町

民
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
座
談
会
を
検

討
す
る
。

　日
南
町
の
高
齢
化
率
は
50
％
を
超

え
、
整
形
外
科
の
外
来
が
多
い
が
、

週
１
日
だ
け
の
診
療
だ
。

　県
の
医
療
施
策
を
注
視
し
つ
つ
、

整
形
外
科
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
引

き
続
き
努
力
す
る
。

一般質問
一般質問

答答と問問

　町

　長

答答 答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

　住
民
か
ら
人
工
透
析
の
機
器
や
Ｍ

Ｒ
Ｉ
の
要
望
が
あ
る
が
、
導
入
し
て

患
者
の
治
療
対
応
を
。

　現
状
で
は
費
用
対
効
果
が
見
通
せ

ず
、
慎
重
に
考
え
て
い
る
。

　国
産
無
垢
材
の
製
材
所
と
し
て
事

業
を
展
開
し
て
き
た
が
、
９
月
末
を

も
っ
て
製
材
業
務
を
休
止
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。
林
業
の
町
と
し
て
製

材
所
を
絶
や
し
て
は
な
ら
な
い
。
営

業
再
開
の
た
め
の
支
援
策
は
。

　新
し
い
経
営
陣
の
経
営
方
針
を
基

に
、
他
の
株
主
と
今
後
の
事
業
展
開

に
つ
い
て
協
議
、
検
討
を
す
る
。

問問

答答 日南病院の再編・統合や

　　　廃止はあり得ない

休業を決めたウッドカンパニー

厚生労働省が日南病院を

　　名指しで公表したが

問問

地
域
医
療
構
想
の
実
現
は

問問

日
南
病
院
再
編
・
統
合
は

問問

病
院
職
員
の
研
修
会

　町

　長

答答問問

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
と
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を

　町

　長

答答

　町

　長

答答 問問

整
形
外
科
医
の
確
保
を

問問

新
し
い
機
器
の
導
入
を

問問

㈱
ウ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー

ニ
チ
ナ
ン
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町政のここが聞きたい

岡本健三 議員

給食無償化で子育て世代の

　　　　　　移住定住促進を

　　　

問問

さまざまな観点から

　　　　　協議し議論したい

答答

　町
は
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
を

し
て
い
る
が
、
給
食
を
無
償
化
し
て

い
な
い
。
子
育
て
世
代
の
移
住
定
住

を
促
進
す
る
た
め
無
償
化
が
有
効
で

は
。　給

食
費
無
償
化
は
、
保
護
者
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
が
、
移
住

定
住
等
へ
の
有
効
性
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
か
ら
協
議
し
、
議
論
し
た
い
。

　町
で
は
、
日
南
町
産
の
米
や
野
菜

な
ど
使
い
、
お
い
し
い
ご
飯
と
手
作

り
の
お
か
ず
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
給
食
を
無
償
化
し

ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い
か
。

　日
南
町
産
の
食
材
に
よ
る
給
食
は

Ｕ
・
Ⅰ
タ
ー
ン
し
た
方
達
に
は
﹁
お

い
し
い
﹂
と
い
う
発
見
が
あ
る
だ
ろ

う
し
、
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
無
償
化
と
連
動
は

し
な
い
。

　来
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
会
計
年

度
任
用
職
員
︵
任
期
は
最
長
１
年
︶

の
制
度
に
は 

(1)
財
政
負
担
増 

(2)
任

用
条
件
の
変
更 

(3)
正
職
と
の
格
差
な

ど
の
問
題
が
あ
る
が
対
策
は
。

(1)
国
へ
財
源
支
援
を
要
望
す
る
と
と

　も
に
、
業
務
改
善
と
人
員
配
置
調

　整
を
す
る
。

(2)
制
度
内
で
現
行
条
件
以
下
と
な
ら

　な
い
よ
う
検
討
中
で
あ
る
。

(3)
期
末
手
当
、
有
給
休
暇
な
ど
は
正

　職
と
同
等
で
あ
る
。
国
の
制
度
に

　準
拠
す
る
。

　格
差
解
消
の
た
め
、
現
在
正
職
に

な
れ
な
い
就
職
氷
河
期
世
代
の
正
職

採
用
を
検
討
し
て
は
。
ま
た
、
非
正

規
職
と
し
て
５
年
以
上
勤
務
し
て
い

る
方
を
正
職
へ
転
換
す
る
制
度
も
検

討
し
て
は
。

答答

　中
村
町
長

答答

　浅
田
住
民
課
長

答答

　伊
田
教
育
長

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　就
職
氷
河
期
世
代
の
正
職
採
用
は

他
の
自
治
体
で
の
実
施
例
も
あ
り
、

来
年
度
以
降
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　非
正
規
職
の
正
職
へ
の
転
換
は
難

し
い
。
住
所
地
要
件
は
な
く
な
り
、

年
齢
要
件
も
緩
和
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
正
職
の
採
用
試
験
へ
挑
戦
し
て

欲
し
い
。

　国
保
税
の
子
供
の
均
等
割
を
少
な

く
と
も
25
の
自
治
体
が
減
免
し
て
お

り
、
全
国
知
事
会
な
ど
も
国
へ
見
直

し
を
要
望
し
て
い
る
。
町
で
は
年
約

百
万
円
で
18
歳
以
下
を
全
額
免
除
で

き
る
。
減
免
し
要
望
を
後
押
し
し
て

は
。　国

保
税
の
子
供
の
均
等
割
減
免
は

本
来
、
国
が
す
べ
き
こ
と
。
国
の
制

度
の
中
で
動
く
べ
き
。

　国
の
制
度
と
し
て
、
町
の
一
般
会

計
か
ら
国
保
会
計
へ
の
法
定
外
繰
入

に
対
し
て
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
し
、
交

付
金
を
減
額
す
る
制
度
が
20
年
度
か

ら
始
ま
る
が
、
子
供
の
均
等
割
減
免

の
た
め
の
繰
入
は
こ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

の
対
象
か
。

　即
答
で
き
な
い
の
で
、
県
、
厚
労

省
の
見
解
を
聞
く
。

日南米を使った給食

問問

地
元
食
材
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
は

問問

給
食
無
償
化
で
移
住
定

住
促
進
を

問問

 

会
計
年
度
任
用
職
員

問問

格
差
解
消
の
方
策
は

問問

国
保
税
の
子
供
の
均
等

割
を
減
免

問問

交
付
金
減
額
の
対
象
か

　町

　長

答答
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　ト
マ
ト
と
ピ
ー
マ
ン
の
生
産
振
興

を
目
的
と
し
た
﹁
旨
い
果
菜
の
里
づ

く
り
プ
ラ
ン
﹂
が
本
年
度
で
終
了
す

る
が
、
達
成
度
は
。

　プ
ラ
ン
中
の
共
通
目
標
、
個
別
目

標
と
も
に
達
成
は
厳
し
い
。
ま
た
、

補
助
事
業
に
つ
い
て
も
達
成
は
難
し

い
が
、
こ
の
プ
ラ
ン
を
活
用
し
ト
マ

ト
生
産
等
に
つ
い
て
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

　今
後
の
地
域
農
業
振
興
策
の
具
体

的
計
画
は
ど
う
か
。

　農
業
基
本
構
想
や
旨
い
果
菜
の
里

づ
く
り
プ
ラ
ン
等
の
達
成
状
況
を
踏

坪倉勝幸 議員

ま
え
、
第
６
次
総
合
計
画
の
農
業
の

振
興
を
基
本
に
米
や
野
菜
基
幹
４
品

目
に
つ
い
て
、
農
家
、
生
産
者
団
体

と
連
携
し
新
た
な
具
体
策
を
検
討
す

る
。　頑

張
る
農
家
プ
ラ
ン
事
業
の
要
件
、

目
標
の
実
現
が
、
農
地
条
件
や
労
働

力
の
関
係
な
ど
で
厳
し
い
と
こ
ろ
が

あ
る
。
農
地
維
持
、
営
農
継
続
の
た

め
に
要
件
・
目
標
の
緩
和
を
望
む
。

　現
在
の
補
助
事
業
は
、
１
割
以
上

の
規
模
拡
大
、
収
益
向
上
で
な
け
れ

ば
採
択
さ
れ
な
い
。
地
域
の
農
地
、

営
農
と
集
落
を
守
る
た
め
、
要
件
・

目
標
の
緩
和
に
つ
い
て
要
望
活
動
を

行
う
。

　ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
運
行
の
実
施

に
よ
る
交
通
空
白
地
域
の
解
消
の
考

え
方
と
取
り
組
み
方
針
は
。

　自
宅
か
ら
バ
ス
停
ま
で
の
移
動
が

大
変
と
い
う
意
見
に
応
え
た
い
。
実

現
す
れ
ば
交
通
空
白
地
域
の
解
消
に

繋
が
る
。
現
在
３
年
後
を
目
標
に
運

行
事
業
者
、
有
識
者
と
共
に
検
討
し

て
い
る
。

一般質問
一般質問

答答と問問

　町

　長

答答

　町

　長

答答

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

　地
域
住
民
に
よ
る
交
通
確
保
は
、

ど
う
推
進
す
る
の
か
。

　地
域
住
民
の
理
解
と
行
政
等
に
よ

る
取
り
組
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

考
え
て
お
り
、
３
年
後
を
目
標
に
引

き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　策
定
中
の
第
６
次
日
南
町
総
合
計

画
、
第
２
期
総
合
戦
略
と
予
算
編
成

の
関
連
性
に
つ
い
て
問
う
。

　予
算
編
成
は
、
総
合
計
画
の
方
針

に
沿
っ
た
内
容
で
進
め
る
と
と
も
に
、

総
合
戦
略
に
は
具
体
的
施
策
の
数
値

目
標
を
も
っ
て
進
め
て
い
く
。

　事
務
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

行
財
政
改
革
推
進
会
議
へ
の
諮
問
内

容
と
方
向
性
に
つ
い
て
問
う
。

　基
本
理
念
を
緩
や
か
な
人
口
減
少

社
会
を
目
指
す
行
財
政
改
革
と
し
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。
職
員
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
や
見
直
し
項
目
の
洗
い
出
し

を
行
い
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会
で

の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
、
事
業
見
直

し
の
具
体
的
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問問

問問

答答

今後の農業振興計画は

総合計画を基本に農業者と

　　　連携し具体策を検討する

問問

　旨
い
果
菜
の
里
づ
く
り

　プ
ラ
ン
の
達
成
状
況

問問

　今
後
の
農
業
振
興
策

問問

　担
い
手
農
業
者
の
経
営

　支
援

　交
通
空
白
地
域
の
解
消

問問

　地
域
住
民
に
よ
る
交
通

　確
保

　行
財
政
改
革

　町

　長

答答

総
合
計
画
・
総
合
戦
略
と

来
年
度
予
算
編
成

問問問問

プランで増設されたトマトハウス
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平
成
30
年
度
分
を

　
　
　
　
基
金
へ
積
立

　
　納
税
者
指
定
の
使
い
道

ご
と
の
寄
付
金
額
は
。

　
　左
表
の
と
お
り
。
﹁

子
育

て
支
援
﹂
を
こ
ど
も
ゆ
め
基

金
、
﹁

町
長
に
お
ま
か
せ
﹂
を

国
際
交
流
基
金
へ
そ
れ
ぞ
れ

積
立
。

  日
通
本
社
で
特
産
品
フ
ェ
ア

を

　
　
　
　
　
２
月
に
開
催

　
　フ
ェ
ア
の
内
容
は
。

　
　町
産
品
の
試
食
販
売
や

ふ
る
さ
と
納
税
、
予
約
販
売

の
Ｐ
Ｒ
。

　
　新
米
や
餅
の
時
期
に
開

催
し
て
は
。

　
　次
回
、
検
討
す
る
。

 

捕
獲
見
込
み
増
加
で
増
額

　
　イ
ノ
シ
シ
の
地
域
別
捕

獲
数
は
。

　
　総
計
５
２
０
頭
。

編
集
委
員
報
酬
を
増
額

　
　な
ぜ
増
額
か
。

　
　行
政
編
８
０
０
頁
の
予

定
が
３
０
０
頁
増
え
た
。

　
　い
つ
配
布
す
る
の
か
。

　
　６
月
頃
の
見
込
み
。
行

政
編
が
完
成
し
た
ら
地
域
編

と
一
緒
に
配
布
。

経
営
コ
ン
サ
ル
を
委
託

　
　報
告
の
期
日
は
。

　
　療
養
病
棟
転
換
な
ど
各

段
階
ご
と
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
へ
報
告
を
求
め
る
。

来
年
度
の
導
入
へ
向
け

　
　
　
　
　
条
例
を
制
定

　
　給
与
は
人
事
院
勧
告
に

よ
る
の
か
。

　
　人
勧
の
﹁
行
政
職
１
﹂

の
給
料
表
に
よ
る
。
た
だ
し

４
月
に
遡
及
は
し
な
い
。

　
　等
級
は
ど
う
な
る
か
。

　
　基
本
は
１
級
。
２
、
３

級
は
民
間
職
員
の
派
遣
な
ど

に
備
え
た
も
の
。

問問問問 答答答答

質

疑

応

答

も

っ

と

く

わ

し

く

 

問問問問

問問問問 問問答答

答答

問問答答問問答答答答

答答

答答
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地　域

多　里

山　上

石　見

日野上

大　宮

福　栄

阿毘縁

指定使い道

子育て支援

図書の充実

産業の振興

おまかせ

総　計

森林育成活動
及び林業振興

2,510

515

1,364

2,285

700

7,374

189

147

75

48

28

23

10

12月定例会可決・認定した議案

金額（千円）

捕獲数（頭）

令
和
元
年
度
補
正
予
算

条
例
の
一
部
改
正

日南町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例

そ
の
他

発
議

日南町病院事業職員の給与の種類及び基準に関する条例

日南町職員の給与に関する条例

日南町災害弔慰金の支給等に関する条例

一般会計補正予算（第6号）

国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

介護保険特別会計補正予算（第2号）

介護サービス事業特別会計補正予算（第1号）

簡易水道事業会計補正予算（第2号）

下水道事業会計補正予算（第2号）

病院事業会計補正予算（第2号）

条
例
の
制
定

町道の路線認定について

町道の路線変更について

鳥取県西部町村情報公開・個人情報保護審査会共

同設置規約を変更する協議について

「再編・統合」が必要とした公立・公的病院名公

　表の撤回を求める意見書提出について会計年度任用職員制度導入に伴う関係条例の整備等に関する条例

鳥
獣
捕
獲
奨
励
金

日
南
病
院

 

会
計
年
度
任
用
職
員

共
生
の
森

続
日
南
町
史

ふ
る
さ
と
納
税

檻で捕獲したイノシシ

日南町議会議員政治倫理条例の一部改正について



提出のあった陳情は、１２月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

なお、賛成・反対とあるのは、陳情原案に対する討論です。

陳情の審査結果と討論

本会議令和元年陳情第７号 提 出 者

平和行進日野郡実行委員会

代表　福　岡　正　純

近隣に核保有国が存在している中で、

同盟国であるアメリカ合衆国と共に核

拡散防止条約や包括的核実験禁止条約

等による核軍縮にむけた取り組みをす

べきである。

不採択

(賛成少数)

審 査 意 見

日本政府へ核兵器禁止条

約への署名と批准を求め

る意見書採択についての

陳情書

　　　櫃田洋一議員　(反対討論は4人)

　日本は非核三原則(作らない、持たない、持ち込ま

せない)を国是としている。これまで日本政府が取り

組んできた包括的核実験禁止条約や核拡散禁止条約を

着実に推進し、核兵器のない世界の実現に向けて努力

すべきである。

(大西 保、古都勝人、櫃田洋一、荒木博、岩﨑昭男)

　　　近藤仁志議員　(賛成討論は4人)

　核兵器は絶対悪の兵器である。世界で唯一の戦争被

爆国の日本政府こそ率先して批准と署名をすべきであ

る。広島の原爆資料館で見た悲惨さを忘れない。今こ

そ核兵器の傘で守られる平和などあり得ないことを訴

えるべきだ。

(岡本健三、近藤仁志、久代安敏、坪倉勝幸)

反対賛成

内閣総理大臣と厚生労働省に意見書を提出しました
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　厚生労働省は、本年9月26日、「再編・統合」が必要とした424の公立・公的病院名を初めて公表し

た。患者や地域住民、医療関係者にとって寝耳に水の話であり、地域住民から命と健康にかかわる不安

の声がひろがっており、厚生労働省が率先して公表するやり方は、あまりに突然かつ乱暴なやり方と言

わざるを得ない。

　病院名公表の判断基準は、「高度急性期」「急性期」を持つ公立・公的病院とし、2017年度の診療デ

ータを基にして、「特に診療実績が少ない」「自動車で20分以内に類似かつ近接に医療機関がある」と

いう一律の内容で、地域の実情をあまりにも無視した機械的な手法であり、中山間地域で積雪地帯の日

南町の実態が考慮されていない。

　さらに厚生労働省は、病床削減による医療費削減を進めるために、すべての都道府県に策定させた

「地域医療構想」を再検証し、対象の医療機関の扱いを来年9月までに取りまとめるよう都道府県に要請

しようとしている。

　自治体が運営する公立病院や、独立行政法人などが運営する公的病院は、救急・周産期・小児・災害

など政策的・特殊部門の医療という住民生活を守るために欠かせない役割を担っており、病院ごとに成

り立ちも役割も異なっている。

　各医療機関のあり方に対して何ら決定する権能を有しない政府・厚生労働省が病院名まであげ、事実

上強制ともとれる要請を行う今回の病院名の公表は撤回するべきである。

　ついては、本議会は国に対し、「再編・統合」が必要とした公立・公的病院名の公表を撤回するよう

強く求めるものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和元年12月17日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県日野郡日南町議会

「再編・統合」が必要とした公立・公的病院名公表の撤回を求める意見書
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にちなん議会だより　令和２年１月発行　No.158

総務教育常任委員会
−11月20日・12月12日・12月24日−

各委員会の活動報告

みらいグローバルファーム㈱の畜舎

町内進出企業（予定含む）
現地調査（農林課）

経済福祉常任委員会

チャレンジ企業支援助成制度の利用状況（企画課）
　平成30年度は15事業、令和元年度は現時点で
14事業である。

　現在使用中の油圧式エレベーターの部品供給
が令和２年末に停止となるため改修工事を行い
安全の確保をはか
る。
　新基準の耐震構
造に適したロープ
式エレベーターに
リ ニ ュ ー ア ル す
る。完成は令和2年
度末。

文化センターエレベーター工事（教育課）

−12月12日−

道路維持管理事業（建設課）
　入札・請負契約・巡回報告書・工事報告書等

◇業者間の管理の違いを防ぐため点検マニュア　
　ル、チェックシートの作成が必要ではないか。

・認定新規就農者の就農状況と、就農後の関連
　機関と連携したフォローアップの実態
（振興局・普及所・農協等と2～3ヶ月毎に情報
　交換）

◇フォローアップの充実に心がけ、後継者育成
　に務めるべき。

農業後継者育成（農林課）

移住定住促進事業（企画課）

　ホームページ等の移住定住に関する資料を分
かりやすいものに更新する。9月末において、U
ターン14名、Iターン22名。

　小学校では国語、算数ともに全国平均を下
回っている。中学校においては国語が全国平均
を上回っているものの数学、英語は下回る結果
であった。要因は学校以外の学習時間が短い事
が考えられる。

　ホタル観光、町制60周年事業など14事業の経
過報告と今後の展開について。

観光協会委託事業（企画課）

㈱日南大建 防腐防蟻施設建設予定地

−11月20日−

ぼ う  ふ 　 ぼ う  ぎ

・林業アカデミーのカリキュラム進捗と資格取
　得の状況
（カリキュラム進捗約70％、資格取得は100％）
・卒業後の進路希望と来年度入学生応募状況
（卒業生の内5名が町内就職希望。来年度入学応
　募状況　合格者4名、2月後期一般試験応募3名
　見込み11月末現在）

◇林業アカデミーが日南町の目玉として定着す
　ることを希望する。

林業後継者育成（農林課）

全国学力調査結果について（教育課）
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中心地域整備に関する調査特別委員会
■12月定例会の会期中に開いた特別委員会(12月13日

　開催)では、道の駅の運営状況や収支計画を調査し

　ました。

■中心地域にある町有地を日南プレカット事業協同組

　合に貸付している賃貸借契約の期限は、平成31年4
　月1日～令和3年3月31日までとすることを確認しま

　した。

■町有地の賃貸借契約は面積が1,936㎡で、年間賃

　貸料276,000円となっています。

※10月発行の議会だより、17ページ(中心地域整備に関する調査特別委員会)のなかで、(株)サクセスの決算書

(平成30年度) で、収支決算額を20,512千円の赤字として記載していましたが、人件費等の修正により、8,126

千円の赤字です。お詫びして訂正します。

道の駅　経営計画の見直し

売 上

売 上 原 価

売 上 利 益

経費（人件費）

水 道 光 熱 費

営 業 利 益

営 業 外 収 益

経 営 利 益

平成30年度

62,262

41,132

21,130

24,358

2,632

△21,856

13,730

△8,126

平成31年度

60,873

44,035

16,838

22,116

2,271

△17,309

14,000

△3,309

令和2年度

67,000

50,000

17,000

21,090

2,128

△15,036

15,000

△36

令和3年度

75,000

56,000

19,000

22,200

1,960

△13,878

16,000

2,122

令和4年度

85,000

63,800

21,200

22,200

1,960

△11,678

17,000

5,322

4,264

5,719

4,438
4,695

8,018

5,318

7,675

7,153

5,075

7,115

4,538

5,356

7,079

5,214

6,225
5,995

3,411

4,399
3,975 4,199

5,489

3,701

5,015
4,866

3,694

5,039

3,509

4,353 4,839

3,853

4,276

4,490

0
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10000

12000

14000

直売所における売上・客数年度比較表

H30売上 H31 売上 H30客数 H31 客数

 客数（人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

 金額（千円）

1,538
1,642

1,789 1,764

2,133

1,624

2,191

2,450

1,815

2,211

1,634

2,321 2,358

1,886

2,053

2,266

1,108

1,161
1,137

1,223

1,499

1,231

1,564

1,836

1,468

1,705

1,402

1,910

1,705 1,663

1,762 1,831

0
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1400
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3500

4000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

レストランにおける売上・客数年度比較表

H30売上 H31 　　　売上 H30客数 H31 客数

 客数（人） 金額（千円）

賃貸している町有地

金額（千円）

（R1） （R1） （R1） （R1）
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◆
公
立
・
公
的
病
院
の
統
廃

合
問
題

　９
月
に
厚
生
労
働
省
が
公

表
し
た
統
廃
合
が
必
要
と
さ

れ
る
公
立
・
公
的
病
院
に
日

南
病
院
が
含
ま
れ
て
い
た
こ

と
に
つ
い
て
。

︵
議
会
の
見
解
︶

①
厚
生
労
働
省
が
診
療
実
績

な
ど
一
定
の
基
準
で
機
械
的

に
選
定
し
た
病
院
名
を
公
表

し
た
こ
と
に
抗
議
す
る
。

②
地
域
包
括
ケ
ア
の
核
と
し

て
、
日
南
病
院
の
存
続
を
求

め
る
。

︵
町
長
も
日
南
病
院
を
統
廃

合
す
る
こ
と
な
く
存
続
す
る

と
明
言
︶

◆
病
院
事
業
改
革

　病
院
経
営
課
題
解
決
の
一

手
法
と
し
て
病
床
機
能
転
換

や
経
営
改
善
な
ど
今
後
の
病

院
の
方
向
性
を
定
め
る
た
め

に
民
間
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
助
言
を
求
め
る
。

︵
議
会
の
見
解
︶

①
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
導

入
は
理
解
で
き
る
。

②
業
者
の
選
定
と
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
任
せ
に
な
ら
な
い
よ

う
事
業
を
進
め
る
こ
と
。

　遊
休
化
し
て
い
た
虹
の
郷

の
１
ユ
ニ
ッ
ト
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
﹁
あ
か
り
広
場
﹂
が
有
料

老
人
ホ
ー
ム
︵
定
員
９
名
︶

と
し
て
開
設
す
る
。

︵
議
会
の
見
解
︶

①
町
と
し
て
検
討
し
て
い
た

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅

設
置
計
画
か
ら
の
方
針
転
換

や
事
業
協
議
の
経
過
に
つ
い

て
事
前
に
議
会
へ
の
協
議
が

な
か
っ
た
事
に
遺
憾
を
表
明
。

②
町
民
へ
の
説
明
及
び
運
営

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
経
営
も
注

視
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
。

　８
月
28
日
発
生
の
導
水
路

へ
の
落
石
災
害
に
よ
り
小
水

力
発
電
が
停
止
し
て
い
る
こ

と
、
導
水
路
の
復
旧
に
つ
い

て
。

︵
議
会
の
見
解
︶

①
災
害
発
生
後
の
小
水
力
発

電
事
業
者
と
し
て
の
認
識
が

甘
い
。
落
石
防
止
ネ
ッ
ト
の

管
理
や
復
旧
対
策
に
つ
い
て

鳥
取
県
と
の
協
議
が
遅
い
。

②
仮
復
旧
を
急
い
で
、
発
電

事
業
を
早
期
に
再
開
す
べ
き
。

③
本
格
復
旧
に
つ
い
て
今
後

の
管
理
や
落
石
防
止
対
策
に

つ
い
て
鳥
取
県
と
十
分
協
議

す
る
こ
と
。

　西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

で
は
各
市
町
村
の
ご
み
を
西

部
地
区
で
広
域
処
理
す
る
こ

と
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い

る
。
ご
み
の
分
別
方
法
、
発

電
機
能
を
併
設
す
る
か
ど
う

か
、
各
市
町
村
の
現
有
施
設

の
解
体
、
集
約
の
方
法
︵
４

パ
タ
ー
ン
︶
な
ど
が
検
討
さ

れ
て
い
る
と
報
告
を
受
け
た
。

　令
和
２
年
度
か
ら
向
こ
う

10
年
間
の
本
町
の
進
む
べ
き

方
向
性
と
５
年
間
の
基
本
的

な
施
策
な
ど
に
つ
い
て
定
め

る
第
６
次
日
南
町
総
合
計
画

及
び
具
体
的
な
施
策
の
方
向

性
を
示
す
第
２
期
日
南
町
総

合
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
考
え
方
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。

︵
議
会
の
見
解
︶

①
総
合
計
画
等
に
つ
い
て
、

今
後
議
会
と
し
て
検
討
協
議

す
る
。

　令
和
２
年
度
か
ら
６
年
度

ま
で
の
行
財
政
改
革
の
計
画

に
つ
い
て
策
定
方
針
な
ど
の

説
明
を
受
け
た
。

　養
豚
場
か
ら
流
れ
る
排
水

に
よ
る
と
見
ら
れ
る
農
業
被

害
や
河
川
の
水
質
な
ど
に
つ

い
て
実
態
及
び
町
、
鳥
取
県

の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

︵
議
会
の
見
解
︶

①
水
稲
の
不
稔
や
生
活
へ
の

影
響
な
ど
の
実
害
に
対
し
て
法

に
定
め
ら
れ
た
基
準
以
上
の
水

質
管
理
を
定
め
た
養
豚
場
と
の

協
定
書
の
締
結
が
必
要
。

②
養
豚
場
の
誠
意
あ
る
対
応

を
求
め
て
強
力
に
交
渉
す
べ
き
。
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全員協議会全員協議会

　全
員
協
議
会
は
、
議
案

や
町
政
執
行
上
重
要
な
案

件
に
つ
い
て
執
行
部
と
の

協
議
お
よ
び
、
議
会
運
営

上
の
課
題
等
に
つ
い
て
協

議
す
る
会
議
で
す
。

　こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
９

月
議
会
以
後
の
主
な
協
議

案
件
に
つ
い
て
掲
載
し
ま

す
。日

南
病
院

有
料
老
人
ホ
ー
ム

新
石
見
小
水
力
発
電
事
業

ご
み
の
広
域
処
理

日
南
町
総
合
計
画

日
南
町
行
財
政
改
革

養
豚
場
の
排
水
問
題

仮復旧した導水路
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日南中学校３年生が本会議を傍聴
12月定例会初日（10日）の一般質問を、日南中学校3年生26人に傍聴していただきました。

稲田　美月さん

　今日は、議会の傍聴に行きま
した。防災訓練と避難所の取り
組みや防災訓練の啓発、ＢＣＰ
の取り組みについて知れて良
かったです。難しい話もあっ
たけど、将来の日南町を担う
者として一歩前に進んで
きたかなと思います。

　今まで議会に興味がなくちゃんね
る日南で生中継されていても見てい
なかったですが、今日議会を傍聴し
てみて、私達のくらしを守るために
どのような事が行われているのか、
どのように私達がより暮らしやす
くするための事業を考えている
のかが分かり、議会がより

身近に感じられました。

入澤　佳苗さん

　議会といえば、とても難しいイ
メージがありましたが、今回傍聴し
てみて、すごく大切でとても良い仕
事だと思いました。スムーズに議会
がすすんでいたので、びっくりし
ました。私も自分の住んでいる
町に少しでも「貢献」でき

るようにがんばりたい
です。

尾﨑　心音さん

　議会を傍聴して僕は一つの質問
に長い時間をかけてやっていて、
日南町をより良くするためにすご
く考えていることが分かりまし
た。僕たちがより暮らしやす
くするための会議を見る

ことができてよかっ
たです。

髙橋　颯太さん

　今日はじめて議会を傍聴して
難しい話が多かったけど、議会
の雰囲気が分かって良かったで
す。３年後には私たちも選挙
に参加することになるの
で、進んで参加した

いです。

西下　美羽さん

　議会を傍聴して、町をよくしよ
うとするから一つの質問にすごく
時間がかかることが分かりました。
議員のみなさんが一生懸命どう
すれば日南町がよくなるか考え
ているのが伝わってきまし
た。貴重な経験ができ

ました。

福田　有希さん

　私は初めて議会を聞いて、一つの事に
ついてこんなに長い時間をかけて議論して
るんだと思いました。議会では防災につい
て話していて、町全体だけではなく、一つ
一つの地域のことを考えていることが分
かりました。私たちの身の周りにはこ
のようにして決められたことがた
くさんあると思い、議会は大

切な場だと思いました。

森田　悠芽さん

　今日は少しの時間でしたが、議
会を傍聴できて良かったです。災害
のときのためのことや、ハザード
マップのことなど、町の人たちに
とって大切なことについてもス
ムーズに話し合いをしてお
られてすごいと思いま

した。

山本　夕陽さん

中
学
生
の
み
な
さ
ん
へ

　中
学
３
年
生
の
み
な
さ
ん
に

は
議
会
を
傍
聴
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　ち
ゃ
ん
ね
る
日
南
で
は
今
回

の
よ
う
な
本
会
議
や
、
よ
り
身

近
な
事
を
議
論
す
る
各
委
員
会

も
放
送
し
て
い
ま
す
が
、
議
場

で
の
緊
張
感
な
ど
も
感
じ
て
も

ら
え
た
と
思
い
ま
す
。
普
段
、

み
な
さ
ん
は
議
会
と
は
疎
遠
な

生
活
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
３

年
後
に
は
有
権
者
と
な
っ
て
自

ら
が
将
来
を
選
択
す
る
権
利
を

有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

回
の
傍
聴
を
機
会
に
議
会
や
行

政
に
関
心
を
持
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
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　10
月
29
日
午
後
、
昨
年

に
引
き
続
き
自
治
協
議
会

︵
各
町
づ
く
り
協
議
会
長

等
７
名
︶
と
議
会
︵
全
議

員
︶
で
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。

自治協議会との意見交換会自治協議会との意見交換会

　
　議
会
報
告
会

◇
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換

会
の
会
場
に
つ
い
て
、
教
室

型
は
参
加
し
に
く
く
、
意
見

を
出
し
に
く
い
。

◇
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
入
れ

て
み
れ
ば
良
い
と
思
う
。

◇
円
卓
方
式
な
ど
会
場
設
定

を
工
夫
す
る
。

◇
来
場
さ
れ
た
方
が
自
由
に

記
述
で
き
る
よ
う
、
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
を
置
く
よ
う
に

す
る
。

自
治
協
議
会

議

　会

　
　町
道
維
持

◇
町
道
の
維
持
管
理
が
不
十

分
で
あ
る
。

自
治
協
議
会

　　
　議
員
報
酬

　
◇
議
員
報
酬
は
な
ぜ
上
が
ら

な
か
っ
た
か
。

◇
議
員
報
酬
を
上
げ
れ
ば
、

行
政
委
員
等
や
の
報
酬
も
上

げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

◇
西
部
地
区
特
別
職
等
報
酬

審
議
会
の
理
解
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
町
独
自
の
審
議
会

の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

◇
民
間
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
必

要
。
若
い
人
を
残
す
な
ら
待

遇
改
善
も
必
要
。

自
治
協
議
会

議

　会

　　地
域
か
ら
の
要
望
事
項

◇
自
治
協
議
会
、
自
治
会
か

ら
の
提
案
・
要
望
事
項
に
つ

い
て
は
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
と

し
て
捉
え
て
欲
し
い
。

◇
役
場
か
ら
の
回
答
や
対
応

が
遅
い
。

◇
議
会
で
は
協
議
し
て
い
な

い
。
議
員
個
々
の
対
応
に
し

て
い
る
。

◇
執
行
部
に
申
し
入
れ
る
。

自
治
協
議
会

議

　会

　
　住
民
の
定
住

◇
町
外
へ
転
出
さ
れ
た
方
に

転
出
の
理
由
な
ど
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
す
る
こ
と
で
定

住
に
対
す
る
明
確
な
対
応
方

針
が
分
か
る
の
で
は
な
い
か
。

自
治
協
議
会

　
　女
性
議
員

◇
男
女
共
同
参
画
が
叫
ば
れ

る
な
か
、
日
南
町
に
は
女
性

議
員
が
い
な
く
な
っ
た
。
女

性
が
議
員
に
な
り
た
く
な
る

よ
う
な
環
境
整
備
が
必
要
。

◇
地
域
の
役
職
で
も
女
性
が

少
な
い
。
出
や
す
い
環
境
作

り
が
必
要
。

◇
女
性
が
活
動
し
や
す
い
議

会
、
環
境
づ
く
り
を
共
に
考

え
て
い
き
た
い
。

◇
女
性
議
会
や
議
会
モ
ニ

タ
ー
制
度
な
ど
町
政
に
女
性

の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

な
こ
と
も
検
討
し
た
い
。

◇
そ
の
経
験
か
ら
議
員
を
志

す
動
き
に
繋
が
れ
ば
良
い
。

自
治
協
議
会

議

　会

　

 

町
職
員
の
地
域
参
加

◇
地
域
担
当
職
員
の
地
域
の

会
合
、
行
事
へ
の
欠
席
が
多

い
。

◇
欠
席
の
連
絡
が
な
い
場
合

が
多
い
。

◇
役
場
業
務
、
自
分
の
仕
事

を
工
夫
し
て
参
加
し
て
欲
し

い
。

◇
地
域
担
当
職
員
制
度
と
は
、

町
職
員
が
地
域
の
実
態
を
知

り
行
政
に
活
か
し
、
地
域
と

行
政
の
協
働
を
進
め
る
も
の
。

で
き
る
限
り
参
加
し
て
欲
し
い
。

◇
制
度
、
あ
り
方
を
見
直
す

こ
と
も
必
要
と
思
う
。

自
治
協
議
会

議

　会

◇
建
設
課
、
業
者
の
動
き
が

鈍
い
。

◇
予
算
審
査
意
見
で
も
指
摘

し
て
い
る
。

◇
改
め
て
執
行
部
に
要
望
し

た
い
。

◇
町
道
の
草
刈
は
、
建
設
課

と
地
域
の
話
し
合
い
で
、
分

担
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
。

議

　会

◇
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
を
役

場
職
員
に
限
定
し
て
も
良
い

と
思
う
。

◇
住
民
課
で
転
入
者
、
転
出

者
に
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を

し
て
お
り
、
結
果
を
県
に
報

告
し
て
い
る
。

◇
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
を
分
析

し
、
町
政
に
活
か
し
て
い
く
。

議

　会
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　11
月
５
日
か
ら
８
日
ま
で
﹁
議
会
報
告
会
・
意
見
交

換
会
﹂
を
開
催
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
み
な
さ

ま
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

貴
重
な
ご
意
見
・
ご
質
問
は
所
管
の
委
員
会
等
で
調
査
、

討
議
し
議
会
だ
よ
り
に
て
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。

　今
回
は
先
に
行
っ
た
自
治
協
議
会
と
の
意
見
交
換
会

で
﹁
円
卓
で
会
議
を
し
て
は
ど
う
か
﹂
と
の
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
好
評
で

し
た
の
で
次
回
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　議
会
は
町
民
の
み
な
さ
ま
の
声
を
こ
れ
か
ら
の
町
づ

く
り
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
議
会
活
動
に

対
し
ま
し
て
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

開催日 会　場

合　計

日南町総合文化センター

多里桜ヶ瀬会館

大宮地域振興センター

阿毘縁地域振興センター

山上地域振興センター

福栄地域振興センター

石見地域振興センター

11月７日

11月５日

11月６日

13人

17人

7人

8人

8人

16人

8人

77人

参加者数

11月８日

議会報告会・意見交換会

ご
参
加
い
た
だ
き

　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
井
知
事
に

　支
援
を
求
め
る

議会報告会　日南町総合文化センター・多目的ホール　(11月5日）

　日
南
町
議
会
は
、
令
和
元
年
12
月
20
日
に

日
南
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
９
月
定
例

会
で
全
員
一
致
で
可
決
し
た
﹁
訪
問
・
通
所

系
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
へ
の
支
援

を
求
め
る
意
見
書
﹂
を
平
井
知
事
に
手
渡
し
、

訪
問
、
通
所
系
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
事
業
者
へ
の
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

　知
事
か
ら
は
、﹁
切
実
な
声
を
い
た
だ
い
た

の
で
、
支
援
の
あ
り
方
を
各
自
治
体
と
協
議

し
て
い
き
た
い
﹂
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
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︵
11
月
︶

５
日

　全
員
協
議
会

５
〜
８
日

　
　
　議
会
報
告
会
・
意
見
交

　
　
　換
会

　

11
日

　臨
時
会

18
日

　鳥
取
県
町
村
議
会
議
員

　
　
　研
修
会
︵
三
朝
町
︶

20
日

　総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　経
済
福
祉
常
任
委
員
会

26
日

　全
員
協
議
会

　
︵
12
月
︶

２
日

　議
会
運
営
委
員
会

　

10
日

　12
月
定
例
会
本
会
議

　

　
　
　︵
一
般
質
問
︶

11
日

　12
月
定
例
会
本
会
議

　

　
　
　︵
一
般
質
問
ほ
か
︶

12
日

　総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　経
済
福
祉
常
任
委
員
会

13
日

　全
員
協
議
会

　
　
　中
心
地
域
整
備
に
関
す

　
　
　る
調
査
特
別
委
員
会

17
日

　12
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　全
員
協
議
会

　
　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

20
日

　鳥
取
県
知
事
意
見
書
手

　
　
　交

24
日

　総
務
教
育
常
任
委
員
会

26
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

　　
︵
１
月
︶

３
日

　日
南
町
成
人
式

９
～
10
日

　
　
　議
員
研
修

　
　
　
　︵
１
名
／
大
津
市
︶

10
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　日
南
町
商
工
会
賀
詞
交

　
　
　歓
会

14
日

　臨
時
会

16
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

22
～
23
日

　
　
　議
員
研
修

　
　
　
　︵
２
名
／
大
津
市
︶

27
日

　議
員
研
修

　
　
　
　︵
１
名
／
東
京
都
︶

27
～
28
日

　
　
　議
員
研
修

　
　
　
　︵
４
名
／
大
津
市
︶

議

会

活

動

報

告

行
政
調
査
受
入
状
況

　
　

※

議
会
に
関
す
る
も
の

■
11
月
８
日

京
都
府
南
山
城
村
議
会

議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
つ
い

て

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
５
号
︶

　
　
　
　
　１
１
５
０
万
円

・
住
宅
改
修
助
成
事
業
の
増
額

　
　
　
　︵
７
０
０
万
円
︶

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
特
別   

　会
計
へ
の
繰
出
金

　
　
　
　︵
４
５
０
万
円
︶

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
︵
第
２
号
︶

　
　
　
　︵
４
５
０
万
円
︶

・
新
石
見
小
水
力
発
電
所
の
水
路
仮
復
旧

　の
た
め
の
工
事
請
負
費

　
　
　
　︵
４
５
０
万
円
︶

 

議
会
改
革
の
ポ
イ
ン
ト

●

﹁
住
民
福
祉
の
向
上
﹂

　実
現
に
よ
る
議
会
の
魅

　力
向
上

●

女
性
議
員
は
改
革
の
契

　機
●

議
員
報
酬
削
減
は
背
信

　行
為
の
可
能
性

●

効
率
で
は
語
れ
な
い
議

　会
改
革

鳥
取
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　11
月
18
日

　於 

三
朝
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル

﹁
議
会
改
革
の
到
達
点
と
課
題
﹂

　
～
「
住
民
自
治
の
根
幹
」
と
し
て
の
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
作
動
さ
せ
る
～

　講
師

　山
梨
学
院
大
学

　
　法
学
部
教
授

　江
藤 

俊
昭 

氏

　﹁
議
員
の
な
り
手
不
足
問
題
の
深
刻
化
を

乗
り
越
え
て
﹂
︵
公
人
の
友
社
︶
な
ど
の
著

書
で
知
ら
れ
る
専
門
家
に
議
会
改
革
の
基
礎

を
学
び
ま
し
た
。

補
正
予
算

第
７
回 

臨
時
会
令
和
元
年
11
月
11
日

第
１
回 

臨
時
会
令
和
２
年
１
月
14
日

議
決
案
件

議
決
案
件

日
南
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　所
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
は
成

年
被
後
見
人
が
印
鑑
の
登
録
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
等
の
改
正
。

日
南
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　鳥
取
県
自
閉
症
協
会
の
寄
附
金
税
額
控

除
の
対
象
期
間
を
延
長
す
る
も
の
。

字
の
区
域
の
変
更

　県
営
土
地
改
良
事
業
阿
毘
縁
地
区
に
か

か
る
換
地
処
分
に
よ
る
も
の
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
あ
た
り
議
会

の
意
見
を
求
め
る
も
の

　後
藤

　厚
見
さ
ん
︵
上
石
見
︶

　任
期
は
令
和
２
年
７
月
１
日
か
ら
令
和

５
年
６
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
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に
ち

な
ん

議
会

だ
よ

り

　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　雪
の
な
い
暖
か
い
新
年
の
幕
開
け

と
な
り
、
日
常
生
活
に
と
っ
て
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
。
こ

れ
も
温
暖
化
の
影
響
と
考
え
ら
れ
、

昨
年
み
ら
れ
た
台
風
の
強
大
化
に
よ

る
災
害
の
広
域
化
が
引
き
続
き
心
配

さ
れ
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
の
取

り
組
み
も
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

　今
年
は
子
年
、
干
支
の
一
番
目
で

新
し
い
サ
イ
ク
ル
の
始
ま
り
で
あ
り
、

ね
ず
み
は
五
穀
豊
穣
や
実
り
、
財
力

の
象
徴
で
あ
る
大
黒
天
の
使
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　人
口
減
少
問
題
を
筆
頭
に
、
課
題

山
積
で
す
が
、
新
し
い
サ
イ
ク
ル
の

始
ま
り
を
信
じ
て
、
実
り
多
い
年
に

挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。
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インタビューシリーズ

どっこい、この町に生きる
淳
さ
ん

　平
成
17
年
、
あ
か
ね
の
郷
設

立
時
に
就
職
し
、
50
人
位
同
時
に
研
修

を
受
け
ま
し
た
。

　そ
の
時
の
施
設
長
が
中
村
現
町
長
だ

っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

美
咲
さ
ん

　中
学
の
時
か
ら
ず
っ
と
介

護
士
と
言
う
か
、
お
年
寄
り
に
関
わ
る

仕
事
が
し
た
く
て
、
新
見
公
立
短
期
大

学
で
福
祉
関
係
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま

し
た
。

　実
習
で
あ
か
ね
の
郷
に
来
て
、
そ
の

時
の
印
象
が
家
庭
的
で
、
職
員
の
方
も

優
し
く
接
し
て
く
れ
て
、
卒
業
と
同
時

に
就
職
し
て
５
年
が
経
ち
ま
し
た
。

淳
さ
ん

　15
年
勤
務
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
け
ど
、
昔
は
力
仕
事
が
多
か
っ
た
。

　今
は
福
祉
用
具
が
充
実
し
て
利
用
者

さ
ん
の
体
だ
け
で
な
く
、
会
社
も
職
員

の
負
担
を
減
ら
す
姿
勢
で
年
々
工
夫
さ

れ
、
い
い
具
合
に
な
っ
て
い
る
と
僕
は

思
う
。
福
利
厚
生
面
も
随
分
よ
く
な
っ

た
。

美
咲
さ
ん

　私
も
そ
ん
な
に
お
か
し
い

と
感
じ
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　実
習
に
４
ヶ
所
位
行
っ
た
け
ど
こ
こ

が
一
番
良
か
っ
た
し
、
介
護
士
の
多
く

の
友
達
に
話
を
聞
く
と
、
う
ち
の
施
設

の
方
が
い
い
な
ぁ
と
思
う
。

　た
だ
年
功
序
列
型
で
基
本
給
が
決
ま

る
の
で
若
い
人
の
給
料
が
少
な
い
。
分

か
っ
て
は
い
る
け
ど
短
大
卒
で
入
っ
て

き
た
子
が
一
番
苦
し
い
の
で
は
。

淳
さ
ん

　35
〜
40
歳
位
に
な
る
と
良
く

な
る
け
ど
、
20
歳
の
介
護
士
だ
と
米
子

の
方
が
高
く
て
、
米
子
に
取
ら
れ
る
心

配
が
大
き
い
。

　年
配
の
人
を
下
げ
て
で
も
若
い
人
の

給
料
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
、

下
げ
ず
に
上
げ
ら
れ
た
ら
嬉
し
い
け
ど
。

20
歳
ぐ
ら
い
の
人
っ
て
大
事
じ
ゃ
な
い

で
す
か
、
長
い
間
働
い
て
も
ら
う
に
は
。

美
咲
さ
ん

　最
初
に
淳
さ
ん
に
会
っ
た

の
は
、
新
人
研
修
で
救
急
の
講
師
と
し

て
知
り
ま
し
た
。

　こ
ん
な
に
年
上
︵
14
歳
違
い
︶
と
は

思
わ
な
か
っ
た
の
で
、
私
の
同
期
︵
男

性
︶
と
三
人
で
鍋
な
ど
を
し
た
り
し
て

い
る
う
ち
に
、
な
ん
と
な
く
特
別
な
人

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

淳
さ
ん

　知
り
合
っ
た
の
は
33
歳
に
な

る
頃
で
、
結
婚
で
き
る
と
あ
ま
り
思
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
奇
跡
で
す
。
感
謝

し
て
ま
す
。

　そ
の
う
え
子
供
も
授
か
っ
て
、
嬉
し

す
ぎ
て
ビ
ッ
ク
リ
。

美
咲
さ
ん

　会
社
の
育
休
が
一
年
で
、

春
に
な
っ
た
ら
職
場
復
帰
す
る
予
定
だ

け
ど
、
頑
張
っ
て
早
く
も
う
一
人…

　お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
。
︵
笑
︶

若
い
人
の
就
業
に
は
、

　
　
給
料
の
見
直
し
も
必
要
で
は

手
島

　淳
さ
ん

　美
咲
さ
ん

　寧
音
ち
ゃ
ん
︵
生
山
︶

じ
ゅ
ん

み

　さ
き

ね

　

 

ね

二人が働くあかねの郷


